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第３章　スリ・ランカ国の概要

３－１　政治・経済・社会状況

３－１－１　政治状況

　政治状況は以下のとおりである。

（1）政治体制　：民主社会主義

（2）独立年月日：1948 年２月４日

（3）大統領　　：Chandrika Bandaranaike Kumaratunga

（4）政治機構

1） 立法：1972 年新憲法を制定し、国名をスリ・ランカと定める。

2） 行政：新聞報道による省庁を示す。

１．The President

２．Ministry of Defence

３．Ministry of Finance and Planning

４．Ministry of Buddhasasana and Religious Affairs and Plantation

５．Ministry of Agriculture

６．Ministry of Samurdhi and Rural Development

７．Ministry of Parliamentary Affairs

８．Ministry of Justice

９．Ministry of Higher Education and Information Technology Development

10．Ministry of Estate Infrastructure and Livestock Development

11．Ministry of Internal and International Trade and Commerce

12．Ministry of Muslim Religious Affairs

13．Ministry of Shipping Development

14．Ministry of Development, Rehabilitation and Reconstruction of the North and Tamil

Affairs, North and East

15．Ministry of Transport

16．Ministry without Portfolio

17．Ministry of Ports Development and Development of South

18．Ministry of Fisheries and Aquatic Resources Development

19．Ministry of Public Administration, Home Affairs and Administrative Reforms

20．Ministry of Vocational Training

21．Ministry of Posts and Telecommunication



－ 10 －

22．Ministry of Urban Development, Construction and Public Utilities

23．Ministry of Power and Energy

24．Ministry of Highways

25．Ministry of Foreign Affairs

26．Ministry of Constitutional Affairs and Industrial Development

27．Ministry of Aviation and Airports Development

28．Ministry of Mahaweli Development

29．Ministry of Labour

30．Ministry of Provincial Councils and Local Government

31．Ministry of Health

32．Ministry of Women’s Affairs

33．Ministry of Forestry and Environment

34．Ministry of Irrigation and Water Resources Management

35．Ministry of Food and Marketing Development

36．Ministry of Co-operative Development

37．Ministry of Cultural Affairs

38．Ministry of Social Services and Housing Development for Fishing Community

39．Ministry of Youth Affairs

40．Ministry of Plan Implementation

41．Ministry of Tourism and Sports

42．Ministry of Ethnic Affairs and National Integration

43．Ministry of Land Development and Minor Export Agriculture

44．Ministry of Information and Media

45．Ministry of Indigeneous Medicine

46．Ministry of Rural Industrial Development

47．Ministry of Education

48．Ministry of Science and Technology

３－１－２　経済状況

（1）一般動向

　英国の統治下では植民地政策の下で、原材料と消費物資を市場に供給していた。独立後は

政府は経済の多様化と近代化をめざしたが、お茶は主要な外貨獲得元であり続けた。1970

年代までは統制経済をとっていたが、1980 年以降は自由経済政策をとっている。
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（2）財　政

　1999 年中央銀行調べでは歳入 2,050 億ルピー、歳出 3,317 億ルピーで財政赤字は 1,267 億

ルピー（約1,862億円）にのぼる。1999年の財政赤字の対国内総生産（ＧＤＰ）比は8.6％、

経常支出の対ＧＤＰ比は 18％（1995 年は 23.5％）である。

　ＧＤＰ＝１兆 1,110 億ルピー（約１兆 6,332 億円）

　ＧＤＰ産業別構成＝農業 17.4％、製造業 22.0％、その他 60.6％

　１人当たりＧＤＰ＝ 829 ドル（1998 年は 839 ドル）

　実質成長率＝ 4.3％（1998 年は 4.7％）

（3）国際収支

　1998 年の輸出は 2,742 億ルピー（約 4,030 億円）で内訳は農産物 627 億ルピー、お茶 455

億ルピー、ゴム 46 億ルピー、ココナッツ 69 億ルピー、工業製品 2,031 億ルピー、このうち

繊維・衣料品 1,345 億ルピー（全輸出の 49％）、石油製品 57 億ルピー、その他 629 億ルピー

である。輸入は 1999 年は 3,453 億ルピー（約 5,076 億円）で石油２億 5,700 万ドル、砂糖

１億 600 万ドル、小麦１億 1,100 万ドルで貿易赤字は 710 億ルピー（約 1,044 億円）になっ

ている。

（4）対外債務

　債務残高は約 103 億ドル（ＧＤＰの 63％）で、外貨準備高は 19.8 億ドルである。

３－１－３　社会状況

（1）主要分野別動向

1） 教　育

　1999年の教育分野における最も意義のある改革は全島的な教育改革の実施である。改

革は教育で達成したことと市場需要とのギャップを小さくし、人的資源を有効に活用し、

インフラ設備などに投入することであった。1999年には教育のカリキュラムや方法は小

中学校の年次によって見直しがなされ、義務的に一般英語教材が導入された。新たに国

立の教育大学や教職員センターが設立され、コンピューター（ＩＴ教育）も強化され地

方ごとにコンピューター教育センターの設立が開始された。しかしながら資金、教材、

政府開発援助（ＯＤＡ）などの不足も指摘された。スリ・ランカ国は識字率91.8％（男

性94.3％、女性89.4％）、学校数１万1,031校、教師数19.6万人、生徒数427.7万人、大

学数13校で人的資源の開発に多大な投資をしてきたが、失業率が8.8％（58万人）と高

く、働く場が少ないのが問題であった。1999年にはその問題に対する取り組みが始まっ



－ 12 －

たとも考えられる。

2） 保険医療

　スリ・ランカ国は過去数十年で保健医療の分野ではかなり高い水準に到達している。

保健医療指標は途上国ではトップレベルにあり、南西アジアではトップである。平均寿

命は72.5歳（男性69.5歳、女性74.2歳）、病院数は全国で563か所、医師数は全国で5,957

名、ベッド数は全国で５万5,436床、看護婦数は全国で１万4,671名に達する。これらの

指標にもかかわらず1999年には幾種かの伝染病の再発、非伝染性の病気の蔓延などの問

題に遭遇した。マラリア、デング熱、日本脳炎などが近年流行した。その他に新たな傾

向として心臓血管系の疾患、糖尿病、環境汚染による機能障害、脳障害、ガン、老人性

疾患などの広がりがある。戦争障害者に対する医療保障もこのセクターで重圧になって

いる。これらの問題に対し民間セクターの参加や1997年に採択された大統領令による保

険医療改革の実施などで取り組みを開始した。

3） 都市化

　長期的都市インフラ開発計画はコロンボ首都圏に対し1999年に適用され、その後は他

の地域にも広げられている。開発計画はＵＤＡ（Urban Development Authority）が作成

し、常に改正している。1999年にはコロンボ首都圏開発計画（ＣＭＲＳＰ：The Colombo

Metropolitan Regional Structural Plan）が策定された。この計画はコロンボ首都圏をコ

アとして商業用オフィスビル等の設備を充実させることで経済活動を活発化し、それに

よって雇用を高め都市生活水準を高めようというものである。開発のニーズは非常に高

く、違法な開発や、開発の許可にからんで政治家の介入などもあるようであり、開発計

画作成機関のＵＤＡや、実施機関であるスリ・ランカ土地開発公社（ＳＬＬＲＤＣ）は

苦慮している現状である。
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年 人口 人口増加率 出生率 死亡率 人口増加
（千人） （％） （対千人） （対千人） （対千人）

1990 17,015 1.1 21.1 6.1 -3.7

1991 17,267 1.5 19.7 5.6 0.8

1992 17,426 0.9 20.8 5.7 -5.9

1993 17,646 1.3 20.4 5.6 -2.2

1994 17,891 1.4 20.2 5.5 -0.8

1995 18,136 1.4 19.4 5.6 -0.1

1996 18,336 1.1 18.7 6.4 -1.4

1997 18,552 1.2 18.5 6.2 -0.5

1998 18,774 1.2 17.8 6.2 0.4

1999 19,043 1.4 17.0 5.9 3.2

5） 雇　用

　労働人口調査の結果は平均で 91％の雇用率である。

３－１－４　主要社会・経済指標

（1）マクロ経済指標

1980-89 1990-94 1995 1996 1997 1998 1999
平均 平均

ＧＤＰ成長率（％） 4.2 5.3 5.5 3.8 6.3 4.7 4.3

ＧＤＰ収縮 11.8 12.0 8.4 12.1 8.6 8.4 4.4

１人当たりＧＤＰ（ルピー） 9,608 25,148 36,869 41,940 47,988 54,220 58,323

１人当たりＧＤＰ（ドル） 362 515 719 759 814 839 829

失業率（％） n.a. 14.4 12.3 11.3 10.5 9.5 8.8

4）人口問題

　1999年中間期の総人口は1,904万3,000人で前年度比1.2％の増加であった。人口統計

指標は以下のとおりであった。
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　 1978（％） 1988（％） 1998（％） 1999（％）

１．水産・農産物 30.3 26.3 21.1 20.7

２．鉱　業 2.2 2.7 1.9 1.8

３．製造業 18.4 15.4 16.5 16.4

４．建設業 4.7 7.3 7.6 7.6

５．サービス業 44.4 48.3 52.9 53.5

　　　電気・ガス・上水・下水 0.4 1.2 1.5 1.5

　　　交通・保管・通信 10.7 10.8 11.1 11.4

　　　卸売り・小売り 19.7 19.9 21.5 21.2

　　　銀行・保険 2.2 4.5 7.6 8.1

　　　不動産 3.7 2.6 1.9 1.8

　　　公共行政・防衛 3.6 5.4 5.3 5.3

　　　サービス 4.1 3.9 4.0 4.1

６．ＧＤＰ 100.0 100.0 100.0 100.0

７．海外収入 -0.6 -2.6 -1.3 -1.8

８．ＧＮＰ 99.4 97.4 98.7 98.2

（2）ＧＮＰ

（3）失業率

年
所帯人口 労働人口 雇用人口 失業人口 労働人口率
（千人） （千人） （千人） （千人） （％）

1990 11.8 23.4 15.9 18.0 17.4

1994 9.7 20.1 13.1 14.3 12.9

1995 9.0 18.7 12.3 13.4 12

1997 7.7 16.1 10.5 11.5 11.6

1998 6.6 14.6 9.5 10.9 10.4

　第１四半期 7.1 16.2 10.6 12.1 12.0

　第２四半期 6.6 14.9 9.5 10.7 10.2

　第３四半期 7.1 12.6 9.1 10.3 10.3

　第４四半期 5.6 14.8 8.8 10.3 9.1

1999 6.8 12.5 8.8 9.9 9.1

　第１四半期 6.8 12.5 8.8 9.9 9.1

　第２四半期 6.8 11.8 8.6 10.0 8.2

　第３四半期 6.3 13.0 8.5 9.6 9.0

　第４四半期 7.4 12.6 9.1 10.2 10.2
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（4）就業率

年
所帯人口 労働人口 雇用人口 失業人口 労働人口率
（千人） （千人） （千人） （千人） （％）

1990 11,574 6,001 5,047 954 51.9

1994 12,493 6,079 5,281 798 48.7

1995 12,736 6,106 5,357 749 47.9

1997 12,871 6,266 5,608 658 48.7

1998 12,885 6,634 6,005 629 51.5

　第１四半期 12,878 6,647 5,946 701 51.6

　第２四半期 12,883 6,574 5,951 623 51

　第３四半期 12,888 6,693 6,086 607 51.9

　第４四半期 12,892 6,621 6,036 584 51.4

1999 13,075 6,646 6,065 582 50.9

　第１四半期 13,075 6,646 6,065 582 50.8

　第２四半期 12,896 6,739 6,159 580 52.3

　第３四半期 13,128 6,495 5,943 552 49.5

　第４四半期 13,202 6,705 6,092 613 50.8

３－２　自然状況

（1）気　候

　スリ・ランカ国はおおよそ北緯５°～10°の間に位置しており、熱帯性気候で季節による気温

の変化は非常に小さい。海岸沿いでは 26℃～ 28℃である。南と西のコロンボからゴールにか

けては南西モンスーンが５月から９月にかけてスコール性の雨を降らせる。通常は７月末のモ

ンスーンによる降雨が最大である。コロンボでは 1961 年から 1990 年の 30 年平均で年間降雨

量は 2,425.8mm、1996 年は 2,161.0mm、1997 年は 2,530.0mm、1998 年は 2,387.7mm であっ

た。気温は 1951 年から 1980 年の 30 年平均で最高気温 30.4℃、最低気温は 24.0℃、1997 年は

最高 31.2℃、最低 24.4℃、1998 年は最高 31.4℃、最低 23.2℃であった。

（2）土地利用

　土地利用図を 17 ページに示す。
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